
市
長
独
言
№ 97
…
種
子
島
茶
は
「
日
本
一
」

　
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
前
の
ア
ミ
ュ
広
場
で
３
月
末
、
か
ご
し
ま
茶
の
「
日
本
一
達
成
記

念
感
謝
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
産
の
荒
茶
生
産
量
で
悲
願
の
日
本
一
を
達
成

し
た
の
を
記
念
し
て
の
こ
と
で
す
。
塩
田
康
一
県
知
事
と
柚
木
弘
文
県
茶
業
会
議
所
会
頭

の
く
す
玉
割
り
で
開
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
南
九
州
市
、
霧
島
市
な
ど
県
内
各
産
地
の
14
店
舗
が
並
び
、
種
子
島
か
ら
も

西
之
表
市
茶
業
振
興
会
が
出
店
し
、
３
日
前
に
摘
み
取
っ
た
ば
か
り
の
新
茶
を
は
じ
め
、

煎
茶
、
紅
茶
を
持
参
し
て
試
飲
、
販
売
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
「
種
子
島
茶
」
の
法
被
を
着
て
、
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
新
茶
を
来
場
者
に
勧
め
る
と
、

「
え
っ
、
も
う
新
茶
が
出
て
い
る
の
？
」
と
び
っ
く
り

さ
れ
ま
し
た
。
本
土
よ
り
一
か
月
以
上
早
い
「
走
り
新

茶
」
は
日
本
一
早
い
新
茶
で
す
。
来
場
者
の
反
応
に
ふ

れ
な
が
ら
、
鹿
児
島
県
が
静
岡
県
か
ら
日
本
一
の
座
を

奪
取
す
る
に
至
っ
た
陰
の
功
労
者
と
し
て
種
子
島
茶
の

働
き
が
大
き
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

　
古
田
番
屋
峯
の
公
民
館
わ
き
に
立
つ
「
茶
業
記
念
之

碑
」（
１
９
５
０
年
建
立
）
に
は
公
選
初
代
の
県
知
事

重
成
格
氏
の
揮
毫
に
よ
り
、「
番
屋
峯
一
帯
の
茶
業
が

本
県
茶
業
の
支
柱
と
し
て
茶
業
振
興
に
裨
益
し
た
功
績

は
大
き
い
」「
茶
業
創
始
の
先
達
並
び
に
番
屋
峯
を
中

心
と
し
て
茶
業
振
興
に
尽
力
し
た
人
々
の
功
績
を
県
下

内
外
に
顕
彰
」
と
の
碑
文
が
あ
り
ま
す
。

　
標
高
２
５
０
ｍ
前
後
で
寒
暖
の
差
が
大
き
い
番
屋
峯
を
茶
業
の
適
地
と
し
て
見
出
し
た

の
は
初
代
熊
毛
郡
長
（
現
支
庁
長
）
の
牧
野
篤
好
（
１
８
４
６
～
１
９
２
３
）
で
し
た
。

静
岡
出
身
で
あ
る
牧
野
の
勧
め
で
明
治
後
期
に
静
岡
か
ら
移
住
し
た
茶
業
農
家
は
番
屋
峯

の
山
林
を
開
拓
し
て
茶
園
を
つ
く
り
ま
し
た
。
全
国
で
も
優
秀
茶
業
地
区
と
し
て
発
展
し
、

視
察
団
も
訪
れ
ま
し
た
。

　
茶
ど
こ
ろ
の
南
限
に
位
置
す
る
種
子
島
は
、
静
岡
か
ら
受
け
継
い
だ
茶
づ
く
り
を
鹿
児

島
に
広
げ
、
日
本
一
に
押
し
上
げ
た
立
役
者
と
誇
っ
て
い
い
の
で
す
。

「日本一」の新茶をＰＲ＝鹿児島中央駅前で

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4 人分）
つわ…500g
人参…150g
食べるいりこ…40g
かつおぶし…40g
ごま…50g

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① つわは皮をむかずに一本ずつよく洗い、1.5 ～２㎝の長さに切ってから 4 ～ 5 時間水につけアク抜き
　をする。
② ①の水気をよく切る。人参は 1 ㎝角に切り、それぞれ素揚げにする。
③ いりこは、から炒りにするいりこは、から炒りにする。。
④ なべにⒶを入れてよく混ぜてから火にかけ、みそと砂糖がよくなじんだら、つわといりこと人参を入なべにⒶを入れてよく混ぜてから火にかけ、みそと砂糖がよくなじんだら、つわといりこと人参を入
れて、弱火にかけてよく混ぜる。れて、弱火にかけてよく混ぜる。
⑤ よく混ざったら火を止め、かつおぶしとごまを入れる。⑤ よく混ざったら火を止め、かつおぶしとごまを入れる。

「つわの炒りみそ」「つわの炒りみそ」
第216 弾第 216 弾

みそ…200g
砂糖…180g
水…50 ㏄［Ⓐ

⑬ 市政の窓2025.5 月号


